
 

タブレットの活用 

友だちの陰口                 

ある日、A さんがあなたのところにやってきて言いました。 

「あんなー、昨日部活の帰りに、B さんがあんたの悪口言うとったで。」 

そして事細かに内容をあなたに教えるのです。 

さて、あなたはあなたの悪口を言った B さんのことをよくは思わない

でしょう。（A さんの話が事実かどうかもわからないのですが。） しかし、A さんは善意の人なのでし

ょうか。A さんはどう思ってその話をあなたに伝えたのでしょう。少なくともあなたと B さんの関係

は悪くなりました。では、B さんだけが悪いのでしょうか。 

今までにこんな経験をした人は、振り返ってみてください。私はA さんの行為もかなり罪深いと感

じます。そして「あなた」自身にも非がある場合もありますね。結局誰も救われないという悲しい話で

す。 

人間は怒りを感じる時、自分以外の誰かのせいにして腹を立てています。しかし、「腹が立つ」＝

「相手が悪い」だけではないことがほとんどではないですか。腹が立った時、まずは自分を顧みてく

ださい。そして、どうするのがよいのか、よくよく考えてみてください。 

        

とき・あかし錦城 

学校だより ２０2１年（令和３年） 

５月３１日（第７５号） 

明石市立錦城中学校 

生徒 1 人 1 台のタブレット端末が配備され、全学年とも使い方の説明も完了しまし

た。授業の中で活用していく準備が少しずつですが整ってきました。2019 年 12 月に

文部科学省が打ち出した「GIGA スクール構想」。新型コロナウイルス感染症の拡大によ

る緊急事態宣言を受けて、早期に実現したものです。すでに世の中の中心は「デジタル

世代」となり、「Society５．０」なる言葉もよく耳にするようになってきました。 

 

「Society５．０」を知らない方もおられると思いますので、ちょっとご説明。社会の発

達段階を、狩猟社会「Society１．０」➡農耕社会「Society２．０」➡工業社会「Society

３．０」➡情報社会「Society４．０」ととらえ、それに続く新たな社会として、仮想空間と

現実空間を高度に融合させたシステムでもって、経済発展と社会的課題の解決を両立

させる、とされています。 

 

なんだか難しくってまいったというのが正直なところなのですが、報道によると国公

立大学の共通テストでは、将来「情報」という新教科が追加されるかもしれないという

記事もあったりします。学習環境によって差が出やすいのではと懸念されますが、それ

だけにタブレットをしっかり活用していくことが欠かせないと感じています。 

 

錦城中学校の今年度の研究主題は『持続可能な未来を創造する生徒の育成 ～主体

的・対話的で深い学びを通して～』を継続していますが、具体的取組として、授業改善の

ひとつに「パフォーマンス課題とパフォーマンス評価」「シンキングツールの活用」などを

取り入れ、タブレットの活用をどんどん促していきたいと考えています。 

 

とはいえ、言うは易しで、実際に実践するとなると様々な問題が出てくるのも十分考

えられます。一つ一つ改善しながら進むよりほかないことですが、保護者の方々にもご

理解いただけましたら幸いです。 

夏の鳥といえば何を思い浮かべますか 

「ほととぎす鳴きつるかたを眺むればただ有明の月ぞ残れる」 

藤原実定：千載集   

 ご存知、百人一首の歌です。この和歌の中に出てくる「ホトトギス」。昔の人は、夏の鳥

といえばこのホトトギスを思い浮かべることが多かったようです。 

他には、カワセミ、シジュウカラ、アオサギ、ヒヨドリなどなど。これらの鳥は明石公園

でも見られますよ。 

 野鳥や野の草花に興味を持つと、季節を身近に感じられて、ちょっと心が豊かになるかな。 

     

ホトトギス    カワセミ      シジュウカラ 

 


